
































































の眺め〉のような意味を表します。なお、英語で本作品を翻訳された Lane Dunlop 氏は、
タイトルを<The Golden Picture>と訳されています。おそらくラスト・シーンにおいて、
お慶たちが「絵のように美しく並んで立っていた」と記されていることを踏まえてのもの
と思われますが、私は、より中立的な<A Golden Scene>という表現を採用しました。 
 
このほか、本文においては、〈お巡り〉や〈女中〉などの言葉、さらには、日本の伝統的
な家の雰囲気を表す〈式台〉、そして〈泥の梅〉のような表現に直面し、翻訳に大変、骨が
折れました。ぴったりとした言葉に訳すことは出来ないため、脚注においてその用語の説
明を入れ、言い換えれば，ある意味で日本の文化を紹介する形になりました。やはり、文
学を理解するためには、その文化を同時に理解しなければならないと思います。 
例えば、「泥の海」や「式台」について言うと、実際に「泥の海」を見たこともない私に
はそのイメージは全く想像できませんでした。辞書の意味にしたがって訳したとしても、
あまり海の近くに住まないヒンディー語のほとんどの読者たちにとってはこの言葉の意味
を理解するのは非常に難しいと感じました。結局は、そのような読者に、大体のイメージ
を理解させるレベルの言葉に訳さざるを得ないということでしょう。 
また、きわめて日本のものである「式台」という言葉の場合は、そもそも、この言葉を
訳出するかどうかを迷いました。しかし、やはり、この言葉を説明しておかないといけな
いのではないかと考えました。そこで、〈式台〉そのものを対象言語の原稿に文字化して書
く、あるいは、対象言語に存在する意味の近い言葉に翻訳して、その説明を脚注において
しておく、などの方法を考え、最もよいと思われるものを採用しました。 
 
 以上、簡単ですが、今回の翻訳作業を通じて、私の思ったことを申し述べました。この
翻訳が、インドにおける日本文学研究にすこしでも貢献できるならば幸いです。 
56
